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驚
夫
茨
夫

笠
原
良
策
と
と
も
に
種
痘
普
及
や
洋
書
習
学
所
設
立
に
力
を
注
い
だ
。

階
級
の
別
な
く
人
材
を
抜
擢
し
封
建
的
主
従
関
係
を
超
え
て
、
国
家
の

統
一
を
夢
み
た
英
才
で
あ
る
。
昭
和
の
戦
争
に
よ
り
憂
国
の
志
士
像
に

作
り
上
げ
た
観
が
あ
る
。

藺
医
た
ち
の
行
動
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
て
個
々
の
紹
介
は
割
愛
せ

ざ
る
を
得
な
い
が
、
主
命
に
よ
り
医
学
を
軍
事
的
知
識
の
摂
取
に
変
更

し
た
者
も
、
種
痘
な
ど
に
は
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
従
来
、
藺
医

は
地
方
単
位
で
調
査
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
が
、
外
国
の
脅
威
を
前
に
し
て

或
は
複
数
の
塾
に
在
籍
し
、
藩
を
超
え
て
協
力
し
つ
つ
多
角
的
に
活
躍

す
る
姿
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
努
力
が
近
代
的
医
学
の
使
命
を
自
覚
し
、

学
術
的
組
織
化
の
要
請
を
生
ん
だ
と
も
見
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
諸
藩
、
と
り
わ
け
海
を
領
内
に
抱
え
た
藩
で
は
必
死
の
防

備
と
砲
台
築
造
、
反
射
炉
の
研
究
が
続
き
、
阿
藺
陀
別
段
風
説
害
に
予

告
さ
れ
た
通
り
、
嘉
永
六
年
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
黒
船
、
マ
シ
ュ
・
カ
ル

プ
レ
イ
ズ
・
ペ
リ
ー
の
来
航
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。
蘭
医
た
ち
の
行
動

に
つ
い
て
、
さ
ら
に
広
範
囲
の
調
査
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
平
成
十
一
年
六
月
例
会
）

『
大
塚
恭
男
論
文
集
東
洋
医
学
の
世
界
」

日
本
医
史
学
会
に
お
け
る
東
洋
医
学
に
関
す
る
演
題
は
こ
の
半
世
紀

の
間
に
年
々
増
加
し
て
い
る
。
か
っ
て
は
東
洋
医
学
を
蔑
視
す
る
傾
向

が
強
か
っ
た
が
、
著
者
大
塚
恭
男
先
生
の
門
下
の
小
曽
戸
洋
博
士
ら
に

よ
る
本
格
的
な
発
表
が
現
わ
れ
、
可
成
り
様
子
が
変
っ
て
き
た
。
し
か

し
東
洋
医
学
や
漢
方
に
興
味
や
関
心
を
持
つ
医
史
学
研
究
者
も
、
未
だ

異
和
感
が
あ
り
当
惑
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。
そ
う
い
う
方
に

推
奨
で
き
る
の
も
、
本
書
の
特
徴
で
あ
る
。
私
は
学
生
時
代
か
ら
東
洋

医
学
と
医
史
学
を
並
行
し
て
勉
強
し
て
き
た
が
、
そ
の
間
に
あ
っ
て
、

変
な
言
い
方
だ
が
、
私
の
性
に
最
も
合
っ
た
の
は
大
塚
恭
男
先
生
の
諸

論
考
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
東
洋
医
学
と
い
う
特
殊
な
世
界
に

閉
じ
籠
ら
ず
、
広
く
東
西
に
わ
た
る
世
界
的
な
視
野
と
臨
床
医
史
学
的

な
展
望
が
気
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
大
塚
恭
男
先
生
の
論
著
は

特
に
心
し
て
集
め
、
読
ん
で
き
た
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
本
書

を
開
い
て
驚
い
た
。
私
の
知
ら
な
い
論
著
が
相
当
あ
り
、
改
め
て
啓
発

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
編
集
の
労
を
と
ら
れ
た
花
輪
・
小
曽
戸
両
先
生

ら
に
感
謝
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ま
た
、
大
塚
先
生
と
言
え
ば
先
考

の
敬
節
先
生
が
余
り
に
も
有
名
で
、
や
塾
も
す
る
と
恭
男
先
生
は
親
の

七
光
り
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
本
書
に
よ
っ
て
、
出
藍
の
譽
で
あ
る
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

広
汎
な
内
容
を
五
章
に
分
け
て
あ
る
が
、
細
目
を
キ
ー
ワ
ー
ド
で
示

そ
う
。
第
一
章
東
洋
医
学
に
つ
い
て
１
１
東
洋
医
学
の
歴
史
・
中
国

医
学
の
伝
統
・
古
代
ア
ジ
ヤ
医
学
・
佐
々
木
隆
興
・
朝
比
奈
泰
彦
・
生

命
概
念
・
医
の
倫
理
・
癌
血
の
証
・
気
・
水
・
ワ
ル
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

城
。
第
二
章
医
史
学
的
考
察
１
１
傷
寒
論
・
千
金
方
・
吉
益
東
洞
・

吉
益
南
涯
・
医
者
意
也
・
「
東
洋
洛
語
」
・
大
槻
玄
沢
の
学
風
（
処
女
作
、
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一
九
六
七
）
堀
内
文
言
．
『
適
々
斎
薬
室
膠
柱
方
」
・
古
代
医
学
史
上
の
甲

状
腺
腫
・
テ
ン
リ
ー
ネ
。
第
三
章
本
草
の
研
究
Ｉ
本
草
の
歴
史
・

東
西
古
代
の
本
草
害
・
臨
床
実
験
を
ふ
ま
え
た
和
漢
薬
研
究
・
附
子
・

甘
草
・
人
参
・
大
黄
・
土
扶
苓
・
『
本
草
品
彙
精
要
』
。
第
四
章
漢
方

治
療
の
実
際
ｌ
基
礎
知
識
・
四
診
の
コ
ツ
・
竹
林
の
養
生
論
争
・
老

人
性
疾
患
・
不
眠
・
不
安
・
抑
う
つ
・
虚
弱
児
・
循
環
器
疾
患
・
痛
み
・
消

化
器
疾
患
。
最
終
章
東
洋
医
学
と
わ
た
し
。
こ
こ
で
本
書
に
記
載
さ

れ
て
い
る
大
塚
恭
男
先
生
の
功
績
を
一
例
だ
け
引
用
し
て
お
き
た
い
。

「
西
洋
で
も
恐
ら
く
西
暦
紀
元
前
後
ま
で
に
は
、
ト
リ
カ
ブ
ト
が
サ
ソ

リ
毒
を
解
し
、
ま
た
眼
病
の
治
療
薬
と
し
て
の
効
果
の
あ
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
て
い
た
。
西
洋
に
お
け
る
ト
リ
カ
ブ
ト
の
医
的
応
用
は
、
こ
の

水
準
ま
で
は
、
中
国
の
そ
れ
と
ほ
ヌ
雁
行
し
て
発
達
す
る
趨
勢
を
示
し

て
き
た
が
、
そ
の
後
は
全
く
挫
折
し
て
し
ま
っ
て
、
古
代
後
期
よ
り
中

世
に
か
け
て
絶
大
な
影
響
力
を
誇
っ
た
ガ
レ
ノ
ス
に
至
っ
て
殆
ど
完
全

に
否
定
的
な
見
解
が
う
ち
だ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
相
異
は

一
体
何
に
基
く
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
の
解
明
は
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
恐
ら
く
は
東
洋
医
学
と
西
洋

医
学
と
の
本
質
論
に
遡
ら
ね
ば
解
明
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
こ
の
疑
問
を

出
発
点
と
し
て
筆
者
は
こ
れ
か
ら
の
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

う
」
（
本
書
五
○
○
頁
）
私
は
本
書
を
「
比
較
医
史
学
序
説
」
と
受
止
め
、

二
十
一
世
紀
の
日
本
医
史
学
を
卜
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
本

書
は
「
東
洋
医
学
の
世
界
」
と
い
う
よ
り
『
世
界
の
東
洋
医
学
」
が
ふ

さ
わ
し
い
か
も
し
れ
な
い
。

（
多
留
淳
文
）

『
病
い
の
克
服
ｌ
日
本
痘
瘡
史
」

ジ
ェ
ン
ナ
ー
が
牛
痘
種
痘
法
を
発
表
し
て
か
ら
二
○
○
年
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ

（
世
界
保
健
機
構
）
が
痘
瘡
（
天
然
痘
）
の
根
絶
を
宣
言
し
て
か
ら
二
○
年
。

や
が
て
痘
瘡
の
項
目
が
医
学
害
か
ら
消
え
て
い
き
、
医
療
関
係
者
か
ら

も
痘
瘡
は
忘
れ
ら
れ
た
病
気
と
な
る
。
人
々
に
忘
れ
ら
れ
る
と
資
料
が

散
逸
し
た
り
消
滅
し
た
り
す
る
。
こ
の
様
な
危
倶
か
ら
「
い
ま
の
う
ち

に
〃
日
本
人
の
痘
瘡
に
関
す
る
病
歴
″
に
つ
い
て
記
録
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
著
者
の
思
い
が
力
作
の
本
書
と
な
っ
た
。

第
Ｉ
章
「
痘
瘡
の
称
呼
の
変
遷
」
で
は
、
「
疫
病
」
「
疾
病
」
「
碗
豆
瘡
」

「
裳
瘡
」
「
庖
瘡
」
と
時
代
に
よ
り
変
り
、
現
代
の
学
名
と
な
っ
て
い
る

「
痘
瘡
」
は
江
戸
時
代
か
ら
用
い
ら
れ
、
幕
末
か
ら
「
天
然
痘
」
と
も
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。

第
Ⅱ
章
「
痘
瘡
の
起
源
と
伝
来
」
で
は
、
紀
元
前
二
世
紀
末
か
ら
四

世
紀
初
め
頃
に
イ
ン
ド
か
ら
中
国
に
伝
わ
り
、
六
世
紀
中
頃
に
朝
鮮
に

入
り
、
八
世
紀
に
九
州
の
筑
紫
を
経
由
し
て
わ
が
国
に
広
ま
っ
た
と
考

え
て
い
る
。

第
Ⅲ
章
「
痘
瘡
の
流
行
」
で
は
、
痘
瘡
の
流
行
が
政
治
と
社
会
に
ど

〔
本
書
は
非
売
品
。
一
九
九
八
（
平
成
十
年
）
三
月
二
十
一
日
。
発
行
所
は
北

里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
（
〒
一
○
八
’
八
六
四
二
東
京
都
港
区
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五
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九
’
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苫


